
～企業価値・企業業績を高める、
フラット＆オープンコミュニケーションによる組織成長と人財育成～

経済環境や働き方が大きく変わる中、企業の持続的成長の戦略として、

組織と人財への投資が注目されています。

変化の中でゴールを見失わないために、いま企業が取り組むべきは、

オープンなコミュニケーションを軸に、成長を促すための仕組みづくりです。

数々の組織構築に貢献してきた音部大輔氏が、

多様化時代の組織と人財戦略をテーマに、ナレッジマネジメントと

組織構築に必要な 3 つのポイントを解説。

併せて、Ridgelinez 社における Slack の活用事例をご紹介します。

株式会社クー・マーケティング・カンパニー
代表取締役

Special Guest

制作協力主 催

Slack report



　変化の時代――。企業が持続的に成功していくためには、組織や

人財が成長し続けなければなりません。成長とは、「昨日できなかっ

たことが、明日できる」ことです。昨日は持っていなかった手段（商品

や新チャネル）が手に入れば、できることは増えます。また、昨日は

知らなかったやり方（経験や知識）がわかれば、より有機的かつ長期

的な成長が見込めます。つまり、企業の持続的成功の鍵を握るのは、

ナレッジマネジメントに他なりません。ここでは、強い組織づくりに

欠かせない、3 つのポイントを解説していきます。

　成功する企業の条件の 1 つは、「経験値を共有している」こと。

　1 人が 1 年で得られる経験値を 1 としたとき、10 人の組織が得

られる経験値は 10、すなわち 10 年分です。経験と知識を共有する

ことで、同じ期間内でも飛躍的な成長を実現できます。

　ここで大切なのは、より多くの事例から汎用性と再現性の高い経

験値を抽出すること。野球で例えると、ホームランを打った成功事例

から学べることは 2 通りあります。なぜ球が飛ぶかという普遍的な

「仕組み」の理解と、どうやって打つかという「働きかけ方」の考察

です。誰にでも適用できる「仕組み」と、持っている資源や要素に依存

する「働きかけ方」、この 2 つの違いを意識して追体験することが、

成功／失敗事例に基づくラーニングの基本です。

　ラーニングの成果は、個々人で定期的にまとめて、事業部やプロ

ジェクト単位で振り返ることも重要です。さらに半期ごとなどに、関

連メンバーを集めたラーニング共有会を行いましょう。共有会の目

的は、ラーニングの概要とコンタクトすべき担当者を認識することに

あります。新しいナレッジを学びたいときに誰を頼ればいいかを

知っておけば、後の継続的な経験値獲得にもつながります。

～音部氏が語る、ナレッジマネジメントと組織構築の実践ポイント～

用語解説

▶ナレッジマネジメント
企業が保有する情報・知識と、社員がもつノウハウや経験を
共有することで、個々人のパフォーマンスや組織全体の生
産性、競争力、企業価値の向上を目指す経営手法。

▶ラーニング共有会
四半期／半年ごとにラーニングの成果を共有する催し。発表
は 1 人 10 分（発表 5 分、質問 5 分）程度にとどめ、内容把
握よりも、後にコンタクトすべき人材の見定めを目的とする。

コロナ禍やデジタルトランスフォーメーションの加速によって、企業を取り巻く環境は大きく変化しています。その中

でますます高まるのが、「変化に強い組織づくり」へのニーズ。ここでは、数々の組織構築に貢献してきた音部大輔氏

に、変化の時代にも持続的成長を実現する組織の条件とナレッジマネジメントについてお話しいただきました。
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株式会社クー・マーケティング・カンパニー
代表取締役

日米 P&G を経て欧州系消費財メーカーや資生堂などでマーケティング担当副社長
や CMO などを歴任。2018 年より現職。国内外多くの企業のマーケティング組織
強化やブランド戦略を支援。経営学博士。著書に『なぜ「戦略」で差がつくのか。』
『The Art of Marketing マーケティングの技法』（ともに宣伝会議）など。

「仕組み」と「働きかけ方」に着目し
汎用性・再現性の高い経験値を共有

知識を成長につなげる ： ブランド
ブランドが 1 年に獲得する経験値＝ 1 経験値

10 年分の経験値
10 ブランド → 10 経験値

経験値の流通効率が 50％ でも、5 年分の経験値を獲得できる。



　2 つ目のポイントは、「目的を明確にする」こと。目的が曖昧なまま

活動しているケースは、意外に多いのです。

　例えば、ある商品サンプリングの目的を聞いたところ、「一人でも

多くのお客様に出会うことです」と返ってきた。これは目的ではなく、

単なる活動の記述です。目的にはトライアルを拡大するとか、リピー

トを増やすといった、明確なゴール設定が必要なのです。

　何のためにやるのか、という確固たる目的を把握することは、あら

ゆるビジネス活動の基本。変化の中で行き先を見失わないために

も、とても重要な指針となります。もし目的がわからない場合は、そ

の活動が「ある場合」と「ない場合」で生じる差に注目してみましょ

う。活動の目的は、その差を最大化することに他ならないため、自ず

とやるべきことが見えてきます。

　また、来年の目的を設定する際に、ぜひ試していただきたいのが、

「未来から、過去としての近未来を見る」ことです。つまり 2023 年を

「リアリティと制限にまみれた今年の翌年」ではなく、「理想をうまく

実現しているはずの、2027 年の 4 年前」と捉えてみる。そうすること

で、より明確なゴールを描けるようになります。

　組織が古く、大きくなるにつれて、変化の時代は厳しいといわれま

す。それは過去の経験が役に立たなくなるからです。では、どうすれ

ばいいのでしょうか。

　それが 3 つ目のポイント、「変化に素早く対応する」ことです。

　素早い対応とは、やみくもなアクションではありません。まずは迅

速に現状を把握し、環境を理解する。すなわち素早く経験値を獲得

することが肝要です。1 年で 10 年分の経験値を習得し、その 8 割を

全員で共有できる組織であれば、これを実現することができます。わ

ずか 1～2 カ月で 1 年分の経験値を得ている計算になるからです。

　一方で、過去の経験に価値がないかというと、決してそんなことは

ありません。捨てていい経験と残しておくべき経験の見極めは重要

です。例として、葛飾北斎をモデルに考えてみましょう。

　仮に北斎が現世に降りてきたとして、浮世絵の技術はあまり役に

立たないかもしれませんが、その表現力を CG やプロジェクション

マッピングに活用することはできそうです。表現力とはいわば「仕組

み」のことであり、手法が変わっても残り続けるもの。どうやって版画

を彫るかといった技術は「働きかけ方」に相当します。

　この「仕組み」の側面を残しつつ、「働きかけ方」を更新していくこ

とが、変化に対応するナレッジマネジメントといえます。素早く経験

値を獲得し、適切に蓄積していく。それが、変化に強い組織となるた

めの必須スキルであると心得ておきましょう。

　「経験値を共有している」「目的を明確にする」「変化に素早く対応

する」。ここに挙げた 3 項目は、あらゆるチームや組織に共通する

ポイントです。個々の枠を超え、例えば A チームの経験値が B チーム

の成長に寄与することもあるでしょう。そこで重要となるのが、

ナレッジマネジメント手法の共有と標準化。Slack を活用すれば、

ナレッジ共有環境の構築も容易です。ぜひトライしてみてください。
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用語解説

▶トライアル
「試す」「試み」の意。マーケティングに
おいては、新規顧客のことを指す。

▶リピート
同じ商品やサービスを繰り返し使うこと。
愛用者をリピーターと呼ぶ。

明確な「目的」は変化の時代の羅針盤
事業活動のすべてはここから始まる

素早い経験値の獲得と蓄積が
組織に持続的成長をもたらす

持続的に成功する組織がしていること

❶年数以上の経験値を得られる
❷後進を持続的に育成できる
❸仕組み化する
　（収集 蓄積 流通、フレームワーク）

❶活動の記述に終始しない
❷ある場合とない場合の差に着目する
❸未来から、過去としての近未来を見る

❶素早い対応≠やみくもなアクション
❷迅速な現状把握と環境理解＝素早い経験値の習得
❸経験値の獲得効率が高いと変化の時代に有利

経験値を共有している

変化に素早く対応する

目的を明確にする



VOICE
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　当社が事業を開始したのは、緊急事態宣言まった

だ中の 2020 年 4 月。リモートワークを余儀なくされ

る中、コミュニケーションツールとして Slack を導入

しました。最初はコーポレート部門 50 人程度からの

スモールスタート。メールも併用していましたが、利

用者の拡大とともに社内コミュニケーションは

Slack へとシフト。半年後にはメールを廃止し、今で

は社外の方々も含め、全従業員の 2 倍近くのメン

バーが Slack でつながっています。

　当初は社内の抵抗もありましたが、トップとボトム

両方からの働きかけで徐々に浸透。今では、「Slack 

なしでは仕事ができない」と皆言っています。

メールから Slack への移行で
社内外のやりとりも活発に

　非同期コミュニケーションにより、メンバー同士

がいつでもどこでも会話できるのも Slack の強み。

朝会などの定例会や度重なるオンラインミーティン

グも、Slack 上の議論＆報告で済ませることで、ムダ

な会議が激減しました。Slack での発言は記録とし

て残るため、意思決定までの流れも共有できる

うえ、議事録などの作成も不要になります。

　この仕組みは、ナレッジマネジメントにも応用可

能です。Slack では目的ごとにチャンネルがつくら

れ、必要なナレッジは自然とそこに蓄積されていくの

で、集合知へのアクセスが容易。ナレッジトランス

ファーコストも低く抑えることができます。

Slack の活用で会議のムダ削減
集合知へのアクセスもスムーズ

　“この指とまれ”の感覚で気軽にコミュニティを形

成できる Slack では、趣味の雑談チャンネルも活発。

その延長線上で新事業開発プロジェクトも生まれて

います。また、社外のお客様も一度 Slack でつながれ

ば、いつでもお声がけできるので、組織の壁を越えた

新しいコラボレーションも創出可能です。

　つながるのは人だけではありません。社内の業務

システムと連携できるのも Slack の特長です。当社で

はカスタムアプリによる精算処理や社内ヘルプデス

クの構築で、業務を大幅に効率化。コミュニケーショ

ンから業務プロセスまですべてを Slack に集約する

ことで、デジタルオフィスを実現しています。

組織やツールの壁を越えた
デジタルオフィスを実現

ビジネス感とカジュアル感のバラン

スが優れている点も Slack の魅力。

シンプルだけど遊び心もあって、仕

事が楽しくなります。チャンネルでは

「そこに人がいる」手応えや温かみも

あり、コミュニケーションの活性化に

も役立っています。（林氏）

Slack をデジタルオフィス化してナレッジを共有ナレッジマネジメントと
組織構築の具体例

ナレッジが
フロー状態で
共有・蓄積される

低コストかつ
容易な集合知への
アクセスを実現

非同期
コミュニケーションで
いつでも会話可能

組織の壁を越えた
コラボレーションを

生み出す
プラットフォーム

ビジネス感とカジュアル感のバラン

スが優れている点も Slack の魅力。

シンプルだけど遊び心もあって、仕

事が楽しくなります。チャンネルでは

「そこに人がいる」手応えや温かみも

あり、コミュニケーションの活性化に
個人

事業部B

協力会社協力会社

事業部A お客様お客様

関節部

自社自社

Ridgelinez 株式会社 Corporate DX ＆ IT Senior Manager

発展活用導入
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詳しいお問い合わせはこちら　https://slack-japan.jp/digital-hq/

Slack を活用した新しい働き方
Slack がもたらす 3 つのポイント

変化に強い組織づくりには「素早い経験値の獲得」が不可欠という音部氏。そのベースと

なるのが、デジタルとアナログを取り混ぜた「ナレッジの共有」です。林氏の提唱するデジタ

ルオフィスは、ナレッジマネジメントにも最適な環境。デジタルによる学びと交流を通じて、

リアルな人とのつながりも活性化します。ここから見えてくるのは、“ハイブリッドな働き

方”というキーワードです。

“ハイブリッドな働き方”を可能にするには、時間や場所にとらわれず、業務の質を高めな

がら、社内外の多様な人 と々スムーズにコラボレーションできる環境が必要です。

Slack の導入により、いつでもどこでも、一人ひとりが自分らしく働けるデジタルな職場

環境を構築。

仕事のコミュニケーションを Slack 上で行うことで、オフィス勤務とリモートを組み合わ

せた「ハイブリッドワーク」を実現します。

Slack で実現する“ハイブリッドな働き方”とは？

Slack は、部署や拠点、さらには会社を越えたコミュニケーションにも最適。
“メール”は To や CC など宛先に入っている人しか見られないのに対し、Slack の
「チャンネル」ならメンバー全員に情報共有でき、組織をまたいだプロジェクトの
立ち上げやブレストもスムーズです。

Point 1  組織の壁を越えた協業を促進

Slack をバーチャルオフィスにすれば、どこにいても同じ仕事環境にアクセス可能
です。リアルタイムはもちろん、働く時間を柔軟にする非同期型の情報共有にも適
しているので、自分のペースで業務を進められます。働き方の常識をアップデート
し、ハイブリッドワークを推進しましょう。

Point 2  働く場所や時間をもっと柔軟に

Slack なら、日々の定型業務もプログラミングいらずで自動化が可能。また、業務で
よく使うアプリと連携することで、画面を切り替えることなく幅広いタスクを 
Slack 上で完結でき、現在進行中の目の前の仕事にしっかりと集中できます。

Point 3  業務の自動化で生産性アップ


